その 協約 を 四 社 協定 (以前の 五社 協定) という。 

四 社 協定と いうの は、 四 社 所属の 従業員た ちから 就 

職に 関する 多くの 自由 を 合法的に 剝奪 する こと を 目的 

とする 一種の 秘密 協約であって、 その 内容 を 正確に 

知ってい るの は 前記 四 社の 主脳部ば かりで ある。 我々 

はいつ となく 聞き伝えたり、 あるいは たまたま その 効 

力の 発生した 場合の 実例 を 観察す る ことによって、 ほ 

ぼ その 内容に ついて 知ってい るが、 多くの 従業員た ち 

は 自己の 生存権 を おびやかす この 協約に 関して ほ とん 

ど 無知で あり、 なかには その 協約の 存在 を 意識し ない 

もの さえ ある。 



れた ところであって、 つまり 五 か 年 を 経過 すれば 他の 

会社 は 私 を 雇つ て もい いこと になって いるので ある。 

しかし 現在の 私の 身分で は 五 年間 (たとえ それが 三年 

であっても 同じ ことで ある。) の 食いつな ぎ はとうて 

い 不可能で ある。 たとえ 塩 をな めて その 間 を 食いつな 

ぎ 得た としても、 さて 今から 五 年 目に、 さあ 伊丹 万作 

作品で ございと 売り出しが きくか どうか。 

映画界と いう 所 は 忘れつ ぼい 所で ある。 ここの 五 年 

は 他の 世界の 十 年、 十五 年に 該当する。 私 は 相当う ぬ 

ぼれ の 強い 人間で あるが 五 年間 作品 を 出さずに つない 

で 行く 自 111! はない。 



これが、 一 銭の たくわえ もない 薄給 俳優な どの 場合 

はどうな るか。 

四 社 連盟 以外の 会社へ 運動す るに しても、 わずかに 

東宝 系の P . C • L、 および J . o、 各 撮影所、 千鳥 

系の マ キノ 撮影所く らいし かないが、 これ はいずれ も 

仕事が やっと 緒に ついた ばかりであった リ、 あるいは 

や つ と 緒に つこうと し つ つ あると ころであった りして、 

その 収容力 はまこと に微々 たる ものである。 

それに これらの 各 会社で も 同業者に 対する 遠慮から、 

そういう 種類の 人た ち はなるべく 雇い入れない 方針 を 

とってい るし、 万一 雇う にしても、 うんと たたいて 安 



V 

したがって 引抜きが もしも 不徳義であるなら ば、 そ 

の 罪の 少なくとも 大部分 は アクティヴな 立場に ある 会 

社 側が 負う べきであって、 決し て 監督 俳優 の 責任 で は 

ない。 

こ この 理窟が 十分に わからな いもの だから 映画 

ジ ャ ー ナリ ストた ちはい たずら に 会社の プ 口 パ ガ ンダ 

にあ やつられ てと も すれば 引き抜かれた 監督 俳優 を不 

徳義、 無節操 呼ばわり をす る。 そのく せ 引き抜いた 主 

人 公で ある 会社 側に 対して は 一 言 も 触れない 場合が 多 

いのは 我々 の 常に 了解に 苦しむ ところで ある。 



ように 心がけるべき である。 映画界の 情勢 は 一 年 もす 

れば すっかり 変って しまう 場合が 多い。 それ を 考慮し 

ないで 長期に わたる 契約 をす る もの だから ほうぼうで 

見苦しい 契約 違反 沙汰が 持ち 上る ので ある。 長期 契約 

はいずれ のために もよ くない。 

次に 会社 はもう 少し 後継者の 養成に 留意し なければ 

いけない。 第一線に 立つ ものの ことば かりし か 念頭に 

おいてい ないから、 ごく 少数の ものが 一時に 去る と大 

きな 図体 をした 会社が たちまち 悲鳴 を あげて 立ち騒ぐ 

の は あまりに 大人気ない 図で はない か。 A が 去った 場 

合に は B、 C が 去つ た 場合に は D という ふうに 補充兵 



はしない の だから。 そして 現在のところ では まだ 興行 

成績に 関して は 何らの 寄与 もな し 得ない 人た ちの ほう 

がもうけ すぎて いるの だとい う 事情 を 十分 理解し なけ 

れ ばいけ ない。 

引抜き 問題に からんで 思わぬ 脱線 をして しま つ た。 

次に 四 社 協定が 長続き をした 理由の 一 つと して、 こ 

こ 一、 二 年 映画界に あまり 大きな 変動がなかった こと 

も 数えられる。 

それと いま 一 つの 重大な 理由 は 違約金 十万 円と いう 

数字の 威力で ある。 

つまり、 A 社 を 自由 退社す る ことによって 協定に 触 



れ たもの の 出演 映画が B 社 系統の 館に 上映 せられた 場 

合、 B 社 は A 社に 対して 金 十万 円 を 支払う 罰則が 設け 

られ ている ので ある。 

したが つ て A 社 を 自由 退社す る ことによ つ て 協定に 

触れた もの は、 他の 三 社 系統の 一切の プロダクション 

において 働く ことができない ばかり か、 他の 三 社 系統 

の 館に 配給され る 一 切の 映画に 出演す る ことができな 

いわけで ある。 

かくの ごとくに 四 社 協定と いう もの は、 その 動機に 

おいても 性質に おいても、 つま リーから 十まで 会社 側 

の 御都合主義 による 勘定ず くの 話であって、 この 協定 



のど この 部分 を 拡大鏡に かけて みても 精神的な 結合な 

ど は 毫も 発見され ない ので ある。 

だから この 協定 も ある 温度の もとにお いて は あと か 

たもな く 消失す る ある 種の 化合物 に似てい る。 

我々 は 必ずしも あらゆる 場合に 従業員 側の 行動 を 正 

当 づけようと 試みる もので はない。 たとえば 仕事の 途 

中で これ を 抛棄して 他へ 走る がごと き 無責任な 行動 は 

社会人と しても 許し 難い ばかりでなく、 それが 往々 に 

して、 真摯なる 動機に よって 行動す る ものにまで 累を 

及ぼす こと は 私の かぎりなく 遺憾と すると ころで ある- 

し かし それと これと はまた おのずから 別の 話で ある- 



さえ 持たなかった ので ある。 愚かな 彼ら は 「芸術家」 

という 一枚の 不渡 手形 を、 後生大事と おしいただいて、 

三十 何時間 労働と いうよう な、 他に 例の ない 肉体 酷使 

を あえてし てまで、 黙々 と 会社 をもう けさせて きたの 

である。 (こういえば、 会社 はもう かって いないと い 

うであろう。 しかし 会社が もうからなくても 会社 を 組 

織して いる 特定の 個人 だけ は 常にもう けて いる こと を 

我々 は 知っている。) 

しかも 彼らの 働く 場所 はい まだに 工場 法の 適用され 

ない、 あの 日本中の どこよりも 空気が 悪い といわれる 

ダ— ク • ステ— ジの 塵埃の 中で ある。 そこで 会社の 命 



とん ど 行なわれ ていない。 年功に よる 昇給に 関する 確 

然 たる 規定がない。 賞与に 関する 規定がない。 

規定がない という こと は、 つまり 実質的に もそう い 

う ものが 存在し な い - J と を 意味す る。 

なぜならば 会社 は 規定に ない ことまで は 決して 実行 

しないから。 

つまり 映画会社 は 従業員の 生活の 保障に 対して 具体 

的に は 何らの 関心 を も 示して いないの である。 

いいかえるならば、 映画会社 はま だ 世間 並の 企業 会 

社と して 一応の 形態 を 備えて いないの である。 かかる 

場所で 働いて いる 従業員の 不安 を 考えて みるが よい。 



び 拭うべからざる 汚点 を 残した ものと して、 日本に 映 

画の あるかぎり、 日本に 映画 人の あるかぎり、 永く 呪 

わるべ きであろう。 

(『改造』 一 九 三 六 年 八月 号) 
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